
☆ 活動における支援・手立て ☆

生単の時間の清掃では，各場所を一人で担当しています。生徒がそうじの工程を考え，
メモした物を担任が確認し，そうじの順番を決めました。生徒の実態に合わせて，平仮名
や漢字の分量を考えました。また，時間を意識した清掃ができるように，時間を書く場所
とそうじのポイントが分かるように，チェックリストを設けました。高等部での実習を意
識し，自己評価と他者評価で次回の清掃への意欲を高めることができるように，反省の欄
も設けました。

♪ 児童の様子 ♪
元々は，そうじの手順とチェックリストをラミネートし，そうじの工程が確認できるよ

うにしていました。しかし，清掃が時間内に終わらなかったり，丁寧にそうじができてい
ない場所があったりして，同じようなそうじの仕方を繰り返していました。また，そのよ
うな反省点を記録できていませんでした。今回の用紙の改善で，前回の清掃の反省を自分
で確認し，次回がんばるところを集中して丁寧に清掃することができたり，どの程度時間
が掛かっていているかを数字で確認したりして，変更できるところに気付き，メモしたり
することで，そうじの仕方を自分で工夫・改善できるようになることを期待しています。


